
艶
や
か
で
気
品
溢
れ
る
挿
絵
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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飯　
山　
市　
美　
術　
館

　
８
月
15
日
（
水
）
夏
本
番
の
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
平
成
19
年
度

飯
山
市
成
人
式
が
飯
山
小
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
山
教
育
委
員
長
の
開
式
の
こ
と

ば
に
よ
り
、
厳
粛
な
う
ち
に
成
人
を

祝
う
式
典
が
幕
を
開
け
、
新
成
人
代

表
、富
倉
地
区
の
仲
條
祐
輔
さ
ん
が
、

飯
山
市
の
目

指
す
理
想
と

目
的
を
謳
い

あ
げ
た
「
飯

山
市
民
憲

章
」
を
朗
読

し
ま
し
た
。

　
式
典
の
な
か
で
石
田
市
長
は
、
祝

辞
と
し
て
『
成
人
式
は
、「
大
人
に

な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き

抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
、
励
ま

す
」
と
い
う
事
で
あ
り
、
今
日
か
ら

日
本
人
の
一
人
と
し
て
、
わ
が
国
を

背
負
っ
て
立
つ
、
豊
か
な
教
養
と
、

健
全
な
身
体
と
高
い
情
操
と
を
あ
わ

せ
持
つ
、民
主
的
な
文
化
人
と
し
て
、

責
任
を
自
覚
し
た
成
年
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
歩
む
道
は
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
し
て
も
、
21
世
紀
を
担
う

頼
も
し
い
若
人
と
し
て
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
飯
山
市
は
、

美
し
い
自
然
景
観
、
伝
統
文
化
、
厳

し
い
自
然
環
境
の
も
と
で
培
わ
れ
た

人
情
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
風
土
が
根

づ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
先
人
が
築

い
た
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
」
を

次
の
世
代
に
伝
え
る
役
割
を
一
身

を
か
け
て
果
た
し
て
ゆ
く
覚
悟
で
あ

り
、
さ
ら
に
市
民
が
長
年
待
ち
続
け

て
き
た「
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
」

と
い
う
夢
を
立
派
に
花
開
か
せ
る
た

め
、
肥
料
を
与
え
、
日
の
光
を
ど
う

与
え
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
、
実
践
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
市
内
で
生
活

さ
れ
る
方
や
、
市
外
で
生
活
し
て
い

く
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
を
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
て
い
た
だ
き
、
飯
山
市
発
展

の
た
め
に
も
格
段
の
ご
協
力
を
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
念
願
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
飯
山
市
民
と
し

て
、
長
野
県
人
と
し
て
、
ま
た
、
日

本
人
と
し
て
、
豊
か
な
国
際
感
覚

を
養
い
、
平
和
と
人
権
を
尊
ぶ
社
会

人
と
し
て
、
大
き
く
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
次
に
新
成
人
を
代
表
し
て
、
瑞
穂

地
区
の
金
井
敦
さ
ん
が
、「
本
日
こ

う
し
て
、
こ
の
飯
山
の
地
に
大
勢
の

仲
間
が
集
い
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
る

一
方
、
私
た
ち
新
成
人
が
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

と
い
う
責
任
感
と
使
命
感
を
強
く
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
は
二
十
歳
を
迎

え
た
ば
か
り
で
社
会
人
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
ど
う
か
、
こ
れ

か
ら
も
暖
か
い
目
で
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
一
人
の
大

人
と
し
て
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き

て
ゆ
き
、
大
切
な
家
族
の
こ
と
、
地

域
の
こ
と
、
国
の
こ
と
、
世
界
の
こ

と
な
ど
様
々
に
関
わ
り
を
広
げ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

地
域
に
残
る
者
、外
に
出
て
行
く
者
、

そ
れ
ぞ
れ
だ
と

思
い
ま
す
が
、

飯
山
市
を
「
か

け
が
え
の
な
い

ふ
る
さ
と
」
と

し
て
終
生
忘
れ

る
こ
と
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
力
強
く
20
歳

の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、記
念
行
事
と
し
て
、

音
楽
大
学
声
楽
科
の
在
学
中
の
松
澤

悠
さ
ん
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
成
人
式
は
、
６
名
の
新

成
人
の
皆
様
に
成
人
式
協
力
員
と
し

て
の
任
務
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。

　
協
力
員
の
任
務
は
、
例
年
当
日
の

受
付
及
び
第
２
部
の
企
画
が
主
な
仕

事
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
、
協
力

員
自
ら
が
成
人
式
第
２
部
開
催
に
む

け
て
、
約
１
ヶ
月
前
か
ら
数
度
の
打

ち
合
わ
せ
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

企
画
か
ら
準
備
運
営
の
全
て
を
担
当

し
、
当
日
は
松
澤
さ
ん
の
美
し
い
歌

声
と
会
場
全
体
で
の
合
唱
、
司
会
進

行
や
新
成
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
式
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
成
人
式
は

自
分
た
ち
の
手
で

平
成
19
年
度 
飯
山
市
成
人
式
開
催

企画運営をおこなった成人式協力員の皆さん

美しい歌声を披露した
松澤　悠さん

右から金井敦・吉越健・齋藤えみ・松澤悠・久保安代 ( ﾋﾟｱﾉ )・野口翔太・仲條祐輔（敬称略）

　
飯
山
市
美
術
館
で
は
、
秋
の
企

画
展
と
し
て
『
長
谷
川
青
澄
挿

絵
原
画
展　

―

古
典
文
学
を
描
く

―

』
を
開
催
し
ま
す
。

　
郷
土
出
身
の
日
本
画
家
で
あ
る

長
谷
川
青
澄
さ
ん
（
日
本
美
術
院

同
人
評
議
員
、1916

～2004

）

の
約
70
年
に
も
及
ぶ
画
業
は
10
代

の
終
わ
り
頃
、
大
和
絵
の
研
鑽
に

始
ま
り
ま
し
た
。
院
展
に
出
品

す
る
よ
う
に
な
っ
た
30
代
後
半
に

は
、
西
洋
絵
画
の
影
響
を
色
濃
く

受
け
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、

や
が
て
一
貫
し
て
能
や
狂
言
、
歌

舞
伎
、
文
楽
、
日
本
舞
踊
な
ど
古

典
芸
能
に
主
題
を
求
め
た
作
風
へ

と
変
化
し
ま
す
。
な
か
で
も
平
成

に
入
っ
て
か
ら
の
５
年
間
、
次
々

と
発
表
さ
れ
た
王
朝
絵
巻
を
題
材

と
し
た
大
作
は
、
長
谷
川
芸
術
の

到
達
点
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
作
品
が
生
み
出
さ

れ
た
背
景
に
は
、
画
業
の
起
点
が

大
和
絵
で
あ
っ
た
こ
と
や
古
典
文

学
の
挿
絵
を
描
く
機
会
に
恵
ま
れ

た
こ
と
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
田
辺
聖

子
著
『
文
車
日
記―

私
の
古
典
散

歩―

』（
新
潮
社 1974

年
）、『
花

は
ら
は
ら 

人
ち
り
ぢ
り 

私
の
古

典
摘
み
草
』（
角
川
書
店 1993

年
）
や
竹
西
寛
子
著
『
空
に
立
つ

波
』（
平
凡
社 1980

年
）
の
挿

絵
ほ
か
、
円
地
文
子
氏
の
『
連
続

対
談
【
源
氏
物
語
】
の
ヒ
ロ
イ
ン

た
ち
』（SOPHIA

講
談
社 1984

秋
の
企
画
展
『
長
谷
川
青
澄
挿
絵
原
画
展―

古
典
文
学
を
描
く―

』
29
日
よ
り
開
催

～1985

年
）
の
挿
絵
な
ど
、
古

典
文
学
を
題
材
と
し
た
艶
や
か
で

気
品
溢
れ
る
挿
絵
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
日
本
画
家
、
長
谷
川
青
澄
さ

ん
な
ら
で
は
の
流
麗
な
線
や
き
ら

び
や
か
な
色
彩
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
会　
期
：
９
月
29
日
（
土
）
～

　
　
11
月
11
日
（
日
）

■
入
館
料
：
大
人
300
円
、

市
内
の
小
・
中
学
生
は
入
館
無
料

■
開
館
時
間
：
AM
９
時
～
PM
５
時

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

10
／
９
（
※
10
／
８
は
開
館
し
ま
す
。）

『空に立つ波』の挿絵から

『文車日記』の挿絵から

　
「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
っ
て
何
？
」

ご
存
じ
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
は
仏
語
の「
切

り
抜
く
」
が
語
源
で
、
身
近
に
あ

る
包
装
紙
や
便
せ
ん
、
雑
誌
の
切

り
抜
き
を
、
木
や
缶
、
ガ
ラ
ス
等

何
に
で
も
ボ
ン
ド
で
貼
り
、
ニ
ス

を
塗
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
装
飾
や

生
活
実
用
品
を
作
る
ク
ラ
フ
ト
で

す
。
素
材
は
身
近
で
も
、
そ
の
仕

上
が
り
は
芸
術
品
。
初
め
て
作
っ

た
方
が
、「
こ
れ
ほ
ど
見
栄
え
の

良
い
物
を
自
分
が
作
れ
た
と
は
思

え
な
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
「
リ
ト

ル　

ア
ン
」
は
、

公
民
館
講
座
で
集

ま
っ
た
人
達
が
、

講
座
終
了
後
も
ま

だ
ま
だ
学
び
た
い

と
、
引
き
続
き
大

阪
出
身
の
石
黒
直

子
先
生
の
も
と
、

楽
し
み
な
が
ら
作
品
作
り
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

今
ま
で
に
完
成
し
た
作
品
は
、

日
本
の
祭
事
、
正
月
の
羽
子
板
、

雛
飾
り
、
節
句
の
額
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
等
。
日
常
生
活
に
役
立

つ
品
と
し
て
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ボ
ッ
ク
ス
、
タ
オ
ル
掛
け
、
マ
グ

カ
ッ
プ
、
皿
、
美
し
い
バ
ラ
柄
の

時
計
等
で
す
。

　
講
習
内
容
は
、
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ

の
他
、
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
フ
ォ
ト
デ
コ
（
写
真
の

コ
ラ
ー
ジ
ュ
）、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ

（
白
磁
の
絵
付
け
等
、）
な
ど
で
、

毎
回
ワ
ク
ワ
ク
感
満
載
で
す
。

　
講
習
は
毎
月
第
３
木
曜
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
作
品
作
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
図
書

館
前
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

利用者
の　声「
切
り
抜
き
の
芸
術
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
」

リ
ト
ル　
ア
ン

NPO 法人 ドリームユニオン

10 月 ･11 月のパソコン講座のご案内
○お問い合せ・お申し込み○

NPO 法人 ドリームユニオン
電話０２６９－６２－２１１３　担当：高橋

E-mail：info@dream-union.com
　
■Ｗｏｒｄ＆Ｅｘｃｅｌ入門
　ワードとエクセルの基本を学習します。
　日時　10/16，23，30，11/ 6，13，20  各火曜日
　　　　午前の部 10:00 ～ 12:00   午後の部 19:15 ～ 21:15
　費用　11,500 円（教材費込）　締切　10/ 9

■学んで活かすワード
　効率的な入力、案内文、表入り文書、表現
力のある文書の作成を学習します。年賀状の
作成方法も紹介します。
　日時　11/ 8，15，22，29，12/ 6，13，20
　　　　各木曜日　10:00～12:00
　費用　12,500 円（教材費込）　締切　11/ 1

■趣味の講座　はじめてのブログ開設
　インターネットを活用したい方に、ブログ
の開設から記事の投稿、画像のアップロード
のしかたを紹介します。
　日時　10/18（木）18:00～21:00
　費用　3,500 円（教材費込）　締切　10/11

後援　総合学習センター

市民憲章朗読
　仲條祐輔さん

成人代表
　金井　敦さん


